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不動産クラウドファンディング協会入会案内
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■ 会員企業（正会員、法人会員）の推薦状

→推薦企業の公印が必要

上記もしくは 財務諸表3期分

■ 申込書

→Word・PDF可能 テンプレートあり捺印不要

■ 会社概要資料

→沿革や役員紹介、事業紹介等の記載のあるもの

入会必要書類
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入会初年度の年会費については入会月分から翌年3月分までの月割り請求とします。

年度途中退会時の返金はありません。

入会金・年会費は非課税です。

入会金・年会費
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● 正式名称 ：一般社団法人不動産クラウドファンディング協会（略称 RCA）

● 設立年月日：2023年8月30日

● 所在地 ：東京都港区新橋２－１２－１１ 新橋27MTビル8階

● 問合せ先 ：info@prop-crowdfunding.org

当協会について
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理事、アドバイザー等

© 
C
R

理事・監事

代表理事 横田大造（クリアル株式会社 代表取締役社長）

理事 大島均 （トーセイ株式会社 取締役執行役員）

理事 室谷泰蔵（株式会社エー・ディー・ワークス 取締役執行役員）

アドバイザー

監事 成本治男（TMI総合法律事務所 パートナー）

落合孝文（渥美坂井法律事務所・外国法共同事業 シニアパートナー）

巻口成憲（リーウェイズ株式会社 代表取締役CEO）

クリアル株式会社事務局

理事 杉本宏之（株式会社シーラテクノロジーズ 代表取締役会長 グループ執行役員CEO）

一村明博（エンジェルナビ株式会社 代表取締役COO）

石井 くるみ（日本橋くるみ行政書士事務所 代表）
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代表理事 プロフィール

クリアル株式会社
代表取締役社長 横田 大造

アクセンチュア、オリックス、ラサールインベストメントマネージメント、新生銀行
を経て2017年4月にクリアル株式会社 代表取締役社長に就任。

クリアルにおいて不動産投資プロセスのDX推進をコンセプトに、一口一万円から投資
できる不動産ファンドオンラインマーケット「CREAL（クリアル）」を2018年11月
にローンチ。

2020年、国土交通省主宰「不動産特定共同事業(FTK)の多様な活用手法検討会」委員
就任。

2022年、一般社団法人不動産テック協会 理事就任。

2023年、一般社団法人不動産特定共同事業者協議会 理事就任。

同年、 一般社団法人不動産クラウドファンディング協会 代表理事就任。
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会員企業（2025/4/1時点 44社）

.
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不動産CFサービスを行う企業一覧（当協会会員）

.

協会HP加入サービス一覧抜粋
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不動産クラウドファンディング協会の役割

© 

不動産クラウドファンディングサービスを提供するプレイヤー数が多くなり、業界規模が
拡大する中、客観的・中立的立場から業界全体を俯瞰する機関の設立が必要

協会の目的
不動産クラウドファンディング業界の信頼性、透明性、認知度の向上
に寄与する活動を行うことで業界発展拡大に寄与する

業界ルール・
ガイドラインの策定

信頼性

クラウドファンディング
データベースの構築

透明性

業界レポート・ホワイト
ペーパー等、業界団体
としての情報発信

認知度
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業界ルール・ガイドラインの策定

.

不特法電子取引業務（不動産クラウドファンディング）にかかる事業者が整備

すべき業務管理体制の一層の明確化、電子取引業務の適正な運営の確保と投資

家の利益の保護を図ることを目的

不動産特定共同事業法の電子取引業務ガイドライン

• ガイドラインの周知徹底

• 行政機関からの相談窓口

• 新規要望の吸い上げ・提言

• パブコメ等取りまとめ

不動産クラウドファンディング各事業者

2019年

関係行政機関

一般社団法人

不動産クラウド
ファンディング協会

信頼性

行政機関と事業者との「橋渡し」として機能、ガイドラインの策定と周知徹底、また各事業者の意見調整を図る。
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業界内の情報・意見交換の場

© CREAL Inc. All Rights Reserved.

事業者間のつながりを創出し、自主的な規制の検討や行政への意見集約に
有用な情報発信を行う

定例 会員カンファレンス
隔月開催

• 事業者間の忌憚のない意見交換

• 行政への要望事項のとりまとめ

• ブロックチェーン、STO活用研究

• その他トレンド分析等

公開イベントの開催

• RCDBほか業界情報発信

• 新サービス事業者との意見交換・交流会

• 不動産クラウドファンディングサービスの

認知度向上のための意見募集

信頼性 認知度
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業界団体としての活動実績① カンファレンス 勉強会

● カンファレンス 勉強会の開催

（班形式 ディスカッション）

『セカンダリーマーケット』2月14日（昨年度）

『広告ガイドライン』4月25日

『新規参入事業者支援』8月29日

※コンプライアンス勉強会 11月13日・2月4日

パネルディスカッション『新しい不動産クラウドフ
ァンディング』12月12日
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業界団体としての活動実績 ② 講演会

講演会

・「金融庁市場制度WGにおけるプロダクトガバナンスの視点から」2024年6月

（渥美坂井総合法律事務所 落合弁護士 木村弁護士）

・「不動産特定共同事業者様に注意頂きたいこと3選」 2024年10月

（コンプライアンス・パートナーズ株式会社 依田太代表・東京共同行政書士事務所 花房行政書士）

・「不動産特定共同事業における法令遵守・コンプライアンスについて」2025年2月

（国土交通省 不動産・建設経済局 不動産市場整備課不動産投資推進室 本田雄治室長）
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不動産クラウドファンディングデータベース（RCDB)概要

不動産クラウドファンディングサービスの情報を、中立的な立場で、重要な事項についてより深い情報開示

を行い、定期的にデータを更新する。

当協会会員メンバーのみならず、広く一般個人投資家へ公開するシステムを構築。

ファンド組成時

取得年月、所在地、アセットタイプ、敷地面積、延床面
積、建物構造、耐火・耐震性能、土地権利形態、築年、
工事の有無、環境認証の取得有無、物件取得元（リファ
イナンス案件か否かも含む）

❶ 物件情報

個人の出資総額（優先出資）、その他の出資総額（劣
後出資）、ローン金額、クラウドファンディング参加
人数

❷ 調達金額

❸ 想定利回り

予定されている利回り（インカムゲイン・キャピタル
ゲイン毎に）

❹ 鑑定評価・ER・金銭以外のリターンの有無

鑑定評価書・ＥＲの有無、金銭以外のリターン有無

ファンド運営 / 終了時

期間延長の有無

❺ 当初契約期間の延長の有無

自社、自社グループ企業、自社以外法人、個人、地方
公共団体

❻ 物件の譲渡先

❼ 実績利回り

運用終了時の実績利回り

透明性
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■ 公開タイミング

⮚ 月次での更新。概ね毎月15日～20日を目途に公開

■ 2024年開発事項

➢ ブランド、カテゴリーの検索機能

➢ 各サービス一覧ページの開発

➢ 入力のクラウド化

◼ 今後の予定
⮚ 月次、四半期、年次等でのサマリー開示

⮚ 新しいサービス（事業者）新しい形式のファンドに対するピックアップレポート

RCDBの運用想定 透明性
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業界団体としての情報発信（予定）

© CREAL Inc. All Rights Reserved.

業界全体を俯瞰するレポートで業界内外や行政に有用な情報発信を行う

不動産クラウドファンディング
マーケットレポート

• サービス数

• 業界の規模（総調達額）

• アセットタイプ別調達額

• 利回りの推移

• ブロックチェーン、STO活用研究

• その他トレンド分析等

各種分科会 推進委員会の開催

• 海外事業者を含む最新サービス事例の紹介

• 海外事業者を含む新サービス事業者との意

見交換・交流会

• 不動産クラウドファンディングの認知度向

上のための施策検討会

• 税制についての検討会、要望取りまとめ

認知度
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